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ることを契機に,開かれた活発な精神科医療機関として.

今後の運営が図れるようiこ努力したいと考えている.

Ⅲ . 特 別 講 演

｢日本脳炎チSSPE,DRPLA,電子顕微鏡

-精神医学 よ り出発 した個人的な研究体

験 を振 り返 って｣

長岡療育園

小 柳 新 策 発生

第 3回血 液 ･血 管研 究 会

日 時 平成 7年11月10日 (金〕

午後 6時-8時

場 所 新潟グランドホテル

3階 悠久の間

Ⅰ. 一 般 演 題

1)脳血管の血行敷懸評価 におけ る経頭蓋エコ-
検査の現状と応軌こついて

賢警 竃薫碩閑 -(新駅 学紅 外科)

絹 針 関 宿轟く貼 陽 野 潟)

伏島 徹 書今野 踊 場 農本脚 経外科)

経頭蓑エコー検査は教案の開発と改良によって最近著

しい発展をしている.断層像とパルス ドップラーの両方

機器の開発及び赤血球からのエコー反射強度で血流を表

示する powerDoppler法の開発iこよって比較的容易

に頭蓋内の血管走行が描出可能になっている.従来のべ′し

では頭蓋内血管の位置や走行がわからなかったため.血

管とパルスドップラ…ビ…ふとのなす角度をこよる補正が

できないとい う欠点があったが,血plexscanning

を行うことにより血管走行を確認し左がl:-_)サンナ′しボり:⊥一一

ムの後置を決めることでより正確な流速測定が可能となっ

た.このため中大髄動脈等の脳内血管の血流速度の左右

差の検出が可能となり.嚇内の血行動態の評価も可能で

あると報告されている.また TC【)についても.これ
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までは血栓のシ'/ナ′L-と-/I-+7･-,-ウトの区別が難しかっ

たが,最近の機器ではその区別が容易にできるようiこな-I,

ており,血栓の検索用としてその重要性が再認識されて

いる.また日本人を含めた東洋人は欧米人に比べて経頭

蓋_T･コー-の描出率が低いと言われているが,超音波造影

剤の使用により措LLil率が上昇することが報告されている.

今回我々は LTltramark9(ATL),SONOS2500 (HP)

及び SSD20OO(AIokalを用いて 2.0--2.5MHzのセ

コー検査を施行 し.頭蓋内血管の血行動態の評価を試み

たので報告する.また powerI二bppler法は colorrbppler

法よりも頭蓋内血管の描出に有用であったが,さらに頚

動脈狭窄病変や大腿動脈狭窄病変等の末嫡動脈病変にも

powerDoppleT法が有周であったことを合わせて報告

する.

21解離性大動脈境 による慢性 DIC に対す る

ワ-ファリン, イソ ドメタシソ併周療 法
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解離性大動脈痛iこ合併 した慢性 DICに対し,凝血学

的安定と患者の QOLの向上をめざし,非注射製剤を

用いた内科的治療を施行したので報告する.

(症例)58歳.男性.1975年.解離性大動脈噂にて開

胸術を施行するも,勉置できず閉鎖 した.以後,近医をこ

て対症療法を受けていた.1990年11月8臥 息切れ

動樺を主訴に当院循環器科受診 し,即 日入院となる.

NYHAⅢ O,CTR66.5.0,6.ARⅢ ロ,MRⅢ O.TRⅢ○

による心不全の診断i･こいたる.Crにて大動脈弓一腎動

脈直上にいたる偽陸を認め解離性大動脈癌の進行と.壁

在血栓を認めた.
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FDPD-Dimer8,430ng∴∴ml.-バリン10.()(氾単位の24

時間接続点滴と,FFP輸血iこて,11月29日より加療 し,

善した.外来治療を日的i･こ,r7-7TIlン.ブIJローム

併用療法により TTO 20-30%にコントロー′LL,血

小板の活性化の抑制を目的に･(ンドメタtIンを併用し,

-バリンを漸減中止 した.1991年 1月30日,PLT

ll.8×10̀1.:ill,Am 44.6sec.FT32.89,6,Fbg191

mg;dl.Fr)P40ILg_::ml.FDPD-Diner4,680mg/ml,


